
【「AP 工法」による増打ち壁補強計算例】 
 

(1) 設計フロー 中低層鉄筋コンクリート造建物を対象とした既存壁（せん断壁）に「AP 工法」を用いて増打ち補強する場合の設計フローを解図１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 仮定条件 増打ち補強を行う RC 造既存壁架構部の「基礎回転破壊型」の破壊モードは生じないものと仮定して補強計算例をすすめる。 既存壁は、地上 1～3 階まで連層する 3 連層壁とし、本計算例では、最下層である 1 階部分についてのみ増打ち補強を行う。 

 

既存壁の曲げ耐力（QMU）または回転耐力（QRU）から設計用せん断力（QD）を設定する。 設計用せん断応力度（τD）が 0.25Fcw 以下になるように増打ち壁厚（t’）を設定する。（ただし、t’≧t かつ t’≦300mm となるように設定する。） 

 せん断補強筋の設計 既存壁せん断耐力（wQ0）と増打ち壁板のせん断耐力（wQ'SU）から設計する。一体壁としてのせん断耐力（QSU1）の算定 あと施工アンカー（Qj）の設計 増打ち壁板のせん断耐力（wQ'SU）よりあと施工アンカーを設計する。 増打ち壁のせん断耐力（QSU）および靭性指標（F）の算定 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ 解図１ AP 工法による増打ち補強壁の設計フロー END 



なお、境界梁ならびに直交梁の耐力を解図２のように仮定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・壁の外力分布を等分布と仮定する。 ・1 階柱中間よりフーチング下端までの重量 FN は、294kN とする。 ・1 階柱軸方向力（長期）は、 1200＝N kN とする。 

解図２ 周辺架構耐力の仮定 
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(3) 材料強度 （a）既存部位 コンクリート強度 ： 18＝Bσ （N/mm
2） 

 ヤング係数 ： 410971 ×.＝Ec （N/mm
2）旧学会式による 

 鉄筋降伏点強度 ： 294＝yσ （N/mm
2）SR24 （b）補強部位 「AP モルタル」のせん断強度設計 

 に用いる圧縮強度    ： 30＝Fcw （N/mm
2） 

 ヤング係数    ： 410232 ×.＝Ecw （N/mm
2） 

 鉄筋降伏点強度    ： 343＝yσ （N/mm
2）SD295A 

 

(4) 既存柱および壁の諸元 

 （柱配筋） （壁配筋） 主筋 16-22φ  タテ筋 9φ-＠250 

Hoop 9φ-＠200  ヨコ筋 9φ-＠250 

18＝Bσ （N/mm
2） 軸力 1200＝N kN 

 

 

 

解図３ 「AP 工法」による増打ち補強壁架構の主要寸法 

解図４ 柱および既存壁断面図
120 



(5) 既存壁架構の全体曲げ耐力およびせん断耐力 （a）全体曲げ耐力 

1 階壁脚曲げ降伏時の耐力とする。 ・外力によるモーメント（ OVM ） 

( ) PM OV ×++ 8367411 ...＝  ＜等分布＞   ＝ P822.  ・1 階壁脚曲げ耐力（ UM ） 

( )
wwwyWwytU LNLLaM ⋅⋅+⋅⋅∑+⋅⋅ 5050 .. σασ＝    6.021012000.56.029464)(220.56.0294380)16 3 ××××+××××+×××(＝    ＝19167kN･m ・境界梁の曲げ戻し効果（ ∑ xM ） 

( ) ( ) ( ) 3106000315833673485 −×××+×+×∑ ＝xM    5400284411011455 ＝＝ ++ kN･m ・直交梁の曲げ戻し効果（ ∑
yQ ） 

5163172 ＝＝ ×∑ yQ kN ・モーメントの釣合い 外力によるモーメント（ OVM ）と内力のモーメントとの釣合いより、曲げ耐力を算定する。 
xyXUOV LQMMM ⋅∑+∑+＝  

3106000516540019167822 −××++＝P.  

27663822 ＝P.  

1213＝P kN ・1 階壁脚曲げ降伏時せん断耐力 

3639121333 ＝＝＝ ×PQmuW  kN （b）1 階壁せん断耐力 
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(6) 増打ち壁厚の設定 

CWDD FLttQ 25.0/)/( ≦＝ +′τ   3639＝＝ muWD QQ kN  120＝t (mm)  6000＝WL (mm)  30＝CF (N/mm
2
)  )25.0/()( WCD LFQtt ⋅⋅+′ ≧   300≧t′ (mm)  81)60003025.0/(103639)120( 3

＝≧ ×××+′t (mm) このため、 120＝＝tt′ (mm)とする。 

 

(7) せん断補強筋の設計 

DSUWWSU QQQQ ≦＝ ′+02   )/()( 00 LtQQ WDSUW ⋅−′ ≦τ   9015400120100024073639 .)/()( ＝≦ ××−′
SUWτ (N/mm

2
) 

)./ ,max( wyWCwyWSUW PFP σστ ⋅+⋅′ 5020＝  

wyWCSUW PF στ ⋅+′ 5020 ./≦   )./()/( wyCSUWW FP στ ⋅−′ 5020≧   310342343502030901 −××− .)./()/.( ＝≧WP  

  D10-@200 シングルとすると  33 103421096212020071 −− ×>×× ..)/( ＝＝WP   33

0 102501025502402007124025064 −− ×>××+×+ ..)/()/( ＝＝WW PP  

02134310962 3 .. ＝＝＝ ××⋅′ −

wyWSUW P στ (N/mm
2
) 

wyWCSUW PF στ ⋅+′ 5020 ./＝    01234310962502030 3 .../ ＝＝ ×××+ − (N/mm
2
) よって、 012.＝SUWτ ′ (N/mm

2
) 

37091000540012001224072 ＝＝ /. ××+SUQ kN 

 

(8) 一体壁としてのせん断耐力の算定 ・コンクリート強度（ BWσ ） 

)/()( 2121 AAFAA CWBBW +⋅+⋅σσ ＝    1368000120540026002

1 ＝＝＝ ×+×A mm
2
   64800012054002 ＝＝＝ ×A mm

2
 

)/()( 648000136800030648000181368000 +×+×＝BWσ    ＝ 921. N/mm
2
 ・増打ち壁せん断耐力 

2016000648000136800021 ＝＝＝ ++∑ AAAW  （mm
2） 



302020160006080100100 .// ＝＝＝ ×∑× Wgt AaP （%） 

30566002016000 ＝＝＝ // e LAb W∑ （mm） 

3433052007129430525064 ××+××⋅ )/()/( ＝wyWP σ      6460.＝ （N/mm
2） 

1190201600010212001010 3

0 ./.. ＝＝ ×××σ （N/mm
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).(.. .＝SUQ    3698101830119063802641 3＝＝ ××++ )...( kN 

 

(9) あと施工アンカーの設計 

0LtQQ SUWSUWj ⋅⋅′′ τ＝≧      130310005400120012 ＝＝ /. ×× kN あと施工アンカーのせん断耐力（接合筋 D16（SD345）を用いる） 鋼材で決まる耐力： eayaa aq ⋅⋅ σ701 .＝            ＝ 8471019934370 3 .. ＝−××× kN/本 支圧で決まる耐力： eaBea aEq ×⋅σ402 .＝            ＝ 44710199181097140
34 ... ＝−

××××× kN/本 ∴ 447.＝aq kN 必要本数 n は、 

n  ≧ aj qQ    ≧ 285274471303 →../ ＝ 本 接着系アンカーD16 シングル配置した場合のピッチ X は、 

X  ≦ nL0    ≦ 2810025400 /)( ×−  ＜両側はしあき寸法を考慮した 0L とする＞   ≦ 185mm → 175mm ピッチとする。 

aj qXLINTQ ×)/( 0＝   13754471755200 ＝＝ .)/( ×INT kN 

 

(10) 既存壁と接合部アンカーせん断耐力とによるせん断耐力 

jWSU QQQ +03＝    378213752407 ＝＝ + kN 

 

(11) 増打ち壁のせん断耐力 

),,min( 321 SuSuSuSU QQQQ ＝    3698378237093698 ＝＝ ),,min( kN 

 



(12) 増打ち壁の全体曲げ耐力 ・アンカーによる 1 階壁脚曲げ耐力 

Wua LnTaM )(. ⋅∑50＝  アンカー1 本あたりの引抜き耐力は、 

01 aT ya ⋅σ＝   36810199343 3 .＝＝ −×× kN 

CCBa AAT 97602302 .. ＝＝ ⋅σ       175＝@ mm、 ae dL 7＝ 、 16＝ad mm として、 °638.＝θ   ( ){ } ( ) ( )}22
422909760 aae ddLSIN ⋅−+⋅+− πθθππ( .＝   73810396779760 3 .. ＝＝ −×× kN/本 

eaBa LdT ⋅⋅⋅ πσ 21103＝   1521016716143211810 3 .. ＝＝ −××××× kN/本 ∴コーン状破壊で決まり、 738.＝aT kN/本 アンカー本数 n は、 

( )@0LINTn＝  

 ( ) 291755200 ＝＝INT 本 

336760002973850 ＝＝ ××× .. ua M kN ・モーメントの釣合い 

XyXuauOV LQMMMM ⋅∑+∑++＝  

31060005165400336719167822 −××+++＝ . P  

31030822 ＝ . P    1361＝ P kN  ・1 階壁脚曲げ降伏時せん断耐力 

4083136133 ＝＝＝ ×PQmuW  kN 

 

(13) 増打ち壁の靭性 

3698＝SUQ kN＜ 4083＝mUW Q kN よって、増打ち壁は、せん断壁となり、 01. ＝F  

 

(14) 増打ち壁の設計値 ・壁厚 ：120mm ・壁筋 ：縦・横 D10-@200 シングル ・アンカー ：D16-@175 シングル（ dal 7＝ e ） 

 

 


